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ψ= CA -CB (1) 
隣り合う金属との相互作用として、隣と同種の金属のときエネルギーはJだけ下がり、異種の金属
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と与えられる。





































εij = ¥7iUj + ¥7j1ιz 






















九1= J dr [~μeL+;kdj (16) 
と書くことができるが、これは物理的に分かりやすい形に書き換えることが可能で、特に2次元では






















e; e2 cos 2() + e3sin 2() 
と変換される。
若干話は異なるが、これらの歪み成分はCompatibilityRelationという関係式を満たす。
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+ J dr [州(¥7;-¥7;)ω12十931P1¥7吊 ω12] 
ここでωは以下のLaplace方程式で与えられる解である。
(30) 
マ2切 =ψ-(ψ) (31) 
第一項分母はLo=K+μ20と定義されていて、 Cahnの理論を紹介した際に臨界温度を下げたという項


































f e1 e1 
1 e2 -e2 



































=μ2 sin 27fe2 > 0 (36a) 
μ3 sin 27fe3 > 0 (36b) 
を満たさねばならない。言い換えるならば
le2 -nl < 1/4 




































































































































αfニ (1+守)α=(1-~i) α (48) 
但し dは系の次元である。格子定数の違いを表す以下のような有名なパラメータがあるが、以上の
考察より
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固定 (ux=円=0)として、上部y= Lo 

















Free energy /=0 



































0.05 0.15 0.25 03 0.35 
T汀0=3 T庁'0=2.4 T庁。=2
るか=0.2)。この計算ではドメイン間隔が図 16:1相状態(Tj九=3)、弱い2相状態(Tj九=2.4)、
若干狭かったためネットワーク構造の真中 2相状態(Tj九=2)での歪みー応答曲線。下図は E= 0.3 
































el ¥7 . u 
e2 = ¥7 x Ux -¥7 y Uy 
e3 去(2¥7zuz-¥7xux -¥7yUy) 
e4 マxUy+ ¥7yUx 
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e~ = el， e; = e2/2ー ゾ3e3/2，e; = -v'3e2/2 -e3/2 
e4 = e6， 町二 -e5， e~ = -e4 
(55) 
最後にy軸周りのπ/2回転では歪み成分は以下のように変換される。
e~ = el， e; = e2/2 + V3e3/2， e; = V3e2/2 -e3/2 

































































に対する安定性を調べる為にφ(e2+ de2， e3+ de3)を2次ま
で展開して以下のような式を得る。 e3
























6が伊抑(ρ仰2幻)ゆ宙(仇e向4，e5匂 ，バ，e6匂)= 生~(伶de仇向4)2+ 壬~(伶de5)2+ 全~(伶de仏向ω6)2 \~-~I 2 
これは予め対角化されている形式なので固有値を計算するまでもなく安定条件は












v. ei= _ 8:F ---
8u 
を用いれば、応力テンソルを以下のように書き下すことができる。























































o 0.1 0.15 0.2 0.25 
u= Uo+dU 
V = Vo + dv 























































































































(σxx一 (Jy)=げか[σXXー σ抑] (71) 
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